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●一般社団法人葡萄酒技術研究会

　6月9日、甲府市のホテル談露館において葡萄酒
技術研究会の設立60周年記念式典が開催され、
全国からワインメーカーの醸造責任者や研究者ら
約120人が出席した。
　同研究会は、1956年に山梨大学の小原巌先生
や山梨県醸造研究所（現県工業技術センター）の
風間敬一先生などの提唱により、我が国のワイン産

業の振興をぶ
どう栽培や醸
造技術の面か
ら支えていくこ
とを目的に、官
学産のワイン
に関わる関係
者36名により
発足された。

　2006年には国際基準に沿ったエノログ（ワイン醸
造技術管理士）の認定制度を日本のワイン業界に
定着させるために「エノログ部会」を発足させ、
2009年に一般社団法人葡萄酒技術研究会（設立
時代表理事:天野義文）として法人化、組織の強化
と運営の拡大に努めてきた。その後、3年間の国際
的な活動を経て、2011年12月の国際エノログ連盟
パリ総会で連盟への加盟が承認された。
　研究会では、国産ワインの品質向上に向け、醸造
とブドウ栽培の両面から業界を牽引するとともに、ワ
イン醸造技術の資格定着と会員拡大にも努め、最
近では生産者だけでなく飲食店なども加入し、会員
の裾野を広げている。
　記念式典では、元会長の後藤昭二氏、初代代表
理事の天野義文氏、初代専務理事の渡辺正平氏
の功労者3人に感謝状が贈られた。

　また、記念講演会・
シンポジウムでは、ワイ
ンコーディネーター&
ジャーナリストの石井も
と子氏による「日本の
ワイン発展の方向性」
と題する記念講演と、「風土の特質とワイン醸造」
をテーマにエノログ部会長の松本信彦氏がモデ
レーターをつとめ、全国の産地よりパネリストが参加
して意見交換が行われた。
　ここ数年、日本全国に新しいワイナリーが誕生し、
未熟な技術で醸造されたワインをワインの個性であ
るかの如く主張する醸造家もいる。戸塚会長は
「『欠陥は個性ではない』という立場で、エノログの
認定者を中心にワイン醸造技術の向上を図り、本
物の国産ワインの普及に寄与していく」と述べた。

日本のワイン産業の振興と発展を目指して
葡萄酒技術研究会設立60周年記念式典
日本のワイン産業の振興と発展を目指して
葡萄酒技術研究会設立60周年記念式典
日本のワイン産業の振興と発展を目指して
葡萄酒技術研究会設立60周年記念式典
日本のワイン産業の振興と発展を目指して
葡萄酒技術研究会設立60周年記念式典

●石和温泉旅館協同組合

　石和温泉旅館協同組合（山下安廣理事長　組
合員34社）は、6月18日～19日の二日間、組合が管
理している石和源泉足湯ひろばで「石和温泉郷ク
ラシックカーフェスティバル」を開催した。
　このクラシックカーフェスティバルは、石和温泉郷
への来街者や組合員の温泉旅館への宿泊者の増

加を目的として、地元観光協会や近県のオールド
カー倶楽部等の協力を得て今年で6回目を数え、組
合主催の主要なイベント事業のひとつとなっている。
　参加車両には1938年製のダットサン・フェートン
（フェートンとはオープンカーを指す呼び名）をはじ
め、コスモスポーツやスカイラインGT-Rなど1930
年代から80年代の往年の名車300台余りが集合、
保存状態の良い車両や希少価値の高い車両の
オーナーへの表彰式典も行われた。また、かつて菅
原文太と愛川欽也が出演した日本映画「トラック野
郎」に登場したデコトラ「一番星号」（既存2台）も展
示され、旧車ファンと共に映画ファンも訪れ、二日間
で3,500名以上の来場者となるなど、例年にも増し
た盛り上がりを見せた。
　山下理事長は、「組合で行うイベント事業は石和
温泉郷の集客に効果的に結びついている。イベント

参加者への宿泊料の10%割引を行うなど宿泊者
の増加のための工夫も凝らし、参加者にも組合員に
も喜ばれる企画にしている。これからも知恵をしぼり
組合員の事業繁栄につながる事業を積極的に展開
していきたい。」と語った。

●〈仮称〉山梨鉄筋工事組合

　6月17日、株式会社沼田鉄筋の会議室において、
県内初となる鉄筋工事事業者による中小企業組合
組織化にむけての事業者説明会が開催された。
　鉄筋工事業は、橋梁、高速道路、トンネルなどの
土木工事の基礎部分やマンション、商業施設など
のビルディングのコンクリート構造物の骨格を構成
するために無くてはならない業種である。
　山梨県内の建設業者数と従事者数の全業種に
占める割合は、いずれも全国平均より高いが、平成
24年度と比較して事業所数で5%、従事者数は7%
減少（※）、鉄筋工事業においても減少となっており、
各社ともに事業の継続とそのための技術の継承、
人材の育成が喫緊の課題となっている。（※経済セン
サス山梨県集計結果）
　鉄筋の施工は、建物の強度計算、構造等、建築
全般の知識を要し、施工図の作成や工場での前段

取り・加工、現場での施工技術（要国家資格）と
多くの技術力が要求され、技術の継承のために
は時間をかけて「職人」を育てていかなければな
らない。
　発起人であり、県内で長く鉄筋工事業を営む沼
田三郎氏（㈱沼田鉄筋代表取締役会長　創業
昭和35年）は、「本県の鉄筋工事事業者の50%
は従業員が4人以下、3割は従業員のいない小規
模な事業者であり、鉄筋工事施工に欠かすことの
できない技術者の育成を個々の事業者で行う事
は難しい現状。志を同じくする鉄筋工事業者で協
同組合を設立し、共同で若い人材を確保し、技術
の向上、安全・衛生など教育・指導を行い、将来的な
業界の発展を目指していく。」と力強く語った。
　鉄筋工事事業者の組織は、法人と任意組織を合
わせて既に45都道府県にあり、山梨は後発県であ

る。満を持して設立される組合として、組合員のた
めに新たな機能を発揮できる組織となり、県内の鉄
筋工事業界の地位の向上を果たす組織となる期待
は大きい。
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戸塚昭会長の挨拶

表彰式典の様子

往年の名車・希少価値の高い車両300台集合

記念式典・シンポジウム


